
ﾛ

戸一一

Ｌ■



津博2023.2Ｎｏ．１１５ トピックス

ミニ企画展

｢お正月 －幸せを招く福の神一」

を開催しました
聖

１２月２４日～令和5年１月１５日まで、ミニ企画展「お正月一幸

せを招く福の神一」を開催しました。津山藩のお抱え絵師が描

いた大黒図や寿老人図を中心に、令和5年の干支であるうさぎ

の絵などを展示しました。

角亘

,創

展示風景

Ｌー

「

Ｌ

ミニ企面罵 ｢茅葺き職人山本進さんの仕事」

を開催しました
Ｌ 』

やまもとすすむ

山本進さんは、津山市出身の茅葺き職人で、少なくなった茅葺き屋根の伝統技術を継承した、県内

でも数少ない職人のお－人でした。

津山市の沼弥生住居跡復元住居や高床倉庫の茅葺き屋根を担当し、県内外をはじめ、米国の日本庭

園の茶室の屋根も担当するなど国内外で活躍されていました。また、茅葺きの伝統技術を伝えるた

め、各地の茅葺き建物のミニチュア模型も多数作成され、茅葺き見学会を開催するなど普及活動にも

ご尽力されていましたが、令和3年お亡くなりになられました。

本展示では、茅葺き道具や作業風景の写真、各地のミニチュア模型などを通して、茅葺き職人山本

進さんが携わられた仕事について紹介しま

した。

日時

令和5年１月２１日（土）～２月１９日（日）

展示品

茅葺き道具茅葺きミニチュア模型

作業風景の写真パネルなど

展示風景
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第126回第126回 文化財めぐり－川崎地区の文化財をめぐる～文化財めぐり－川崎地区の文化財をめぐる～
怪 』』

②津山東公民館一旧妹尾銀行林田支店（市指定重要文化財）－元禄道標一玉琳大塚古墳一日吉神社一

六シ塚古墳群（消滅）－狐塚遺跡（消滅。－部保存）－兼田丸山古墳一八幡神社一塞神社一津山東

公民館（参加者１５名）

令和4年１２月１０日（土)、津山市内川崎地区の文

化財を中心にめぐりました。津山城下から東に出雲

往来を進むと、鳥取方面に行く因幡道との分岐点が

あります。今回はその分岐点から因幡道を少し進

み、再度出雲往来に戻ってくる周回コースです。因

幡道との分岐点には、「是より左因幡道」と書かれ

た元禄道標があり、さらに多くの供養塔が所狭しと

建てられていました。因幡道は丘陵を越える道のた

め、周囲には玉琳大塚古墳（前方後円墳)、六シ塚

古墳群（円墳)、狐塚遺跡、橋本塚古墳（円墳)、兼
文化財めぐり風景

田丸山古墳（円墳？）などの遺跡があり、いずれも

丘陵部に立地し、南側の平野部（加茂川方面）が望める場所です。また、日吉神社は因幡道、八幡神

社、ま神社は出雲往来に面していて、地元のみならず、多くの旅人が、旅の安全などを祈願したこと

でしょう。当日は寒い一日でしたが、天気にも意まれ約5kmの行程を無事に終了しました。

江戸一目図解風レプリカを

東京スカイツ リーから津山に
塾

江戸一目図解風は、津山藩のお抱え絵師であった
くわがたけいさい

鍬形薫斎（1764～1824）が、文化6年（1809）年

に描いた江戸の烏撤図で県指定重要文化財となって

います。

その構図が東京スカイツリーから見る景色と同じ

ということで、オープン時からレプリカが展望台に

展示されていました。このたび東京スカイツリー完

成１０周年の展示替えの中で、原寸大の「江戸一目図

解風レプリカ」については展示の役目を終えました。

『豚調

移設 しました
』

展示風景

年間を通して住民をはじめとした皆さまに江戸一

目図解風に親しんでいただくために、当該レプリカを津山市が譲り受け、市役所1階西側壁面（西側出

入り口付近）に移設展示しました。移設が無事完了し令和5年１月３０日にはお披露目の式典を開催し一

般に公開しました。
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４

資
料
紹
介
（
図
２
上
）

本
銅
鐸
の
出
土
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な

文
献
（
註
３
）
が
あ
り
、
昭
和
乃
年
の
３
月
か
４

月
頃
に
現
在
の
岡
山
県
勝
田
郡
勝
央
町
植
月
北
字

念
仏
塚
４
３
５
番
地
の
丘
陵
上
の
畑
か
ら
発
見
さ

れ
た
。
畑
を
牛
鋤
し
て
い
る
際
に
、
黒
土
（
ク
ロ

は
じ
め
に

津
山
郷
土
博
物
館
の
弥
生
時
代
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
に
銅
鐸
を
展
示
し
て
い
る
（
写
真
１
）
。
岡
山

県
内
で
は
加
例
以
上
の
銅
鐸
の
出
土
を
み
る
も
の

の
（
註
１
）
、
美
作
地
方
で
は
本
銅
鐸
が
現
存
す
る

唯
一
の
も
の
で
、
現
在
岡
山
県
指
定
重
要
文
化
財

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
島
根
県
雲
南
市
加

茂
岩
倉
遺
跡
（
註
２
）
の
も
の
と
同
箔
関
係
も
わ

か
っ
て
お
り
、
最
近
の
銅
鐸
研
究
を
踏
ま
え
今
回

紹
介
す
る
。

考
古
資
料
こ
の
一
点
⑥
ｌ
勝
央
町
念
仏
塚
出
土
の
銅
鐸
Ｉ

ボ
ク
層
）
か
ら
出
土
し
、
内
部
も
黒
土
が
充
満
し

て
い
た
。
そ
の
後
放
置
さ
れ
て
い
た
た
め
児
童
が

玩
具
と
し
て
使
用
し
て
お
り
、
同
年
に
は
古
物
商

を
経
由
し
て
、
津
山
郷
士
館
（
当
館
の
前
身
施
設
）

収
蔵
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

な
お
、
出
土
地
は
念
仏
塚
遺
跡
と
呼
ば
れ
、
確

認
調
査
で
弥
生
時
代
後
期
初
頭
の
竪
穴
式
住
居
や

土
壌
が
検
出
さ
れ
、
弥
生
土
器
や
石
器
が
出
土
し

た
（
註
４
）
。
岡
山
県
遺
跡
地
図
（
註
５
）
に
よ
る

と
周
辺
に
も
同
時
代
の
遺
跡
が
複
数
存
在
し
、
南

側
に
は
や
や
広
い
平
野
部
が
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら

は
少
し
奥
ま
っ
た
立
地
と
な
っ
て
い
る
。

小

郷
利
幸

本
銅
鐸
は
、
外
縁
付
鉦
１
式
に
分
類
さ
れ
、
総

高
弱
・
６
ｍ
、
最
大
幅
脆
・
９
叫
舞
長
径
（
Ａ
面
）

叩
・
５
叫
舞
短
径
７
．
５
叫
裾
長
径
（
Ａ
面
）

旧
・
４
叫
裾
短
径
ｕ
・
５
ｍ
を
測
る
。

同
箔
の
銅
鐸
に
つ
い
て
（
図
２
下
）

先
述
し
た
よ
う
に
同
箔
の
銅
鐸
は
、
島
根
県
雲

南
市
加
茂
岩
倉
遺
跡
記
号
鐸
（
註
６
）
で
あ
る
。

図１銅鐸の名称

(註２より引用一部改変）

玩
具
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
た
め
、
外
面
の

文
様
な
ど
は
一
部
摩
滅
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
が
、

保
存
状
態
は
比
較
的
良
好
で
あ
る
。

鉦
の
外
縁
に
は
Ａ
・
Ｂ
面
と
も
内
向
す
る
鋸
歯

文
、
内
側
菱
環
部
分
に
は
外
斜
面
に
「
Ｘ
」
状
に

対
向
す
る
鋸
歯
文
と
内
斜
面
に
綾
杉
文
が
見
ら
れ

る
。

鐸
身
は
Ａ
・
Ｂ
面
と
も
横
帯
と
縦
帯
に
よ
り
四
区

に
区
画
さ
れ
た
袈
裟
樺
文
で
、
横
・
縦
帯
内
は
斜

格
子
文
で
充
填
さ
れ
、
Ａ
面
の
第
２
横
帯
の
み
２
段

に
な
り
下
段
に
「
Ｘ
」
状
の
対
向
す
る
鋸
歯
文
が

め
ぐ
り
、
第
３
横
帯
は
両
面
と
も
下
段
に
鋸
歯
文

が
巡
る
。

鰭
は
付
け
根
に
沿
っ
て
１
条
の
線
が
施
さ
れ
、

紐
の
外
縁
か
ら
続
く
鋸
歯
文
が
施
さ
れ
て
い
る
が

や
や
小
ぶ
り
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
線
で
紐
と
鰭

が
区
別
さ
れ
る
。
鰭
の
一
部
は
欠
損
す
る
。

鋳
型
で
鋳
造
す
る
際
の
型
持
の
孔
が
、
舞
に
１

箇
所
、
鐸
身
の
両
面
上
部
に
２
箇
所
ず
つ
見
ら
れ

る
。
両
面
右
裾
部
分
に
も
型
持
の
痕
跡
が
僅
か
に

見
ら
れ
る
。
箔
傷
ら
し
き
痕
跡
が
紐
や
鐸
身
、
鰭

に
見
ら
れ
る
。
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図２銅鐸実測図（上：念仏塚、下：加茂岩倉遺跡３６号鐸、Ｓ＝１：３０、註２より引用）
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図３加茂岩倉遺跡同箔銅鐸の分布（註２より引用）

総
高
釦
・
３
叫
最
大
幅

Ⅳ
・
８
叫
舞
長
径
（
Ａ
面
）

ｎ
．
４
叫
舞
短
径
７
．

５
皿
裾
長
径
（
Ａ
面
）

旧
・
５
叫
裾
短
径
Ⅱ
．

８
ｍ
を
測
る
。

本
銅
鐸
と
ほ
ぼ
変
わ
ら

な
い
大
き
さ
で
あ
る
が
、

０

図４外縁付紐１式銅鐸の流通（註９より引用）

⑬

:<気比i息、４異
‐

／１

塞
伝
美
溌
国
且

’

蚤く:。蚤､ざ。

伝美濃国
０

窟
●

配

総
高
が
本
銅
鐸
の
方
が
低
い
の
は
、
出
土
後
に
お

け
る
欠
損
な
ど
の
た
め
で
あ
る
。

鐸
身
は
同
様
な
四
区
袈
裟
樺
文
で
、
文
様
構
成

も
同
じ
だ
が
、
紐
の
Ｂ
面
に
「
Ｘ
」
の
刻
印
が
施

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
Ｘ
」
の
刻
印
は
島
根
県
出

雲
市
荒
神
谷
遺
跡
（
註
７
）
の
銅
剣
に
見
ら
れ
る

特
徴
的
な
も
の
で
、
工
人
の
印
し
な
の
か
、
そ
の

関
連
が
窺
え
る
。

一
一



お
わ
り
に

本
銅
鐸
と
同
箔
の
銅
鐸
が
出
土
し
た
、
加
茂
岩

倉
遺
跡
で
は
釣
個
の
銅
鐸
が
出
土
し
、
そ
の
内
同

箔
銅
鐸
が
旧
組
恥
個
あ
り
、
そ
の
分
布
（
図
３
）

を
見
る
と
、
本
銅
鐸
の
ほ
か
畿
内
周
辺
や
鳥
取
、

兵
庫
北
部
、
徳
島
や
福
井
、
岐
阜
に
及
ぶ
こ
と
が

わ
か
る
。
さ
ら
に
本
銅
鐸
や
同
箔
の
加
茂
岩
倉
遺

跡
茄
号
鐸
な
ど
、
高
さ
釦
皿
程
の
小
形
の
外
縁
付

鉦
式
の
袈
裟
樺
文
銅
鐸
は
、
畿
内
に
分
布
の
中
心

が
あ
り
、
畿
内
地
方
で
造
ら
れ
も
た
ら
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
て
お
り
（
註
８
）
、
さ
ら
に
そ
の
流
通
を

見
る
と
（
図
４
、
註
９
）
畿
内
か
ら
畿
内
周
辺
部

や
各
地
に
及
び
な
が
ら
、
現
状
で
は
出
雲
の
加
茂

岩
倉
遺
跡
周
辺
の
み
大
量
に
運
ば
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
れ
に
よ
り
出
雲
も
畿
内
と
同
じ
銅
鐸
祭

祁
圏
と
い
う
認
識
が
よ
り
鮮
明
と
な
り
、
吉
備
と

出
雲
の
中
間
に
位
置
す
る
美
作
地
域
に
も
出
雲
と

同
箔
の
銅
鐸
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す

る
と
、
吉
備
と
出
雲
と
の
関
係
を
考
え
な
が
ら
、

そ
れ
ら
を
結
ぶ
重
要
な
地
点
と
し
て
、
本
銅
鐸
の

あ
る
美
作
地
域
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性

が
十
分
考
え
ら
れ
る
。
本
銅
鐸
が
出
土
し
た
場
所

は
、
南
側
に
比
較
的
広
い
平
野
部
を
望
む
、
や
や

奥
ま
っ
た
丘
陵
上
で
は
あ
る
が
、
仮
に
銅
鐸
を
畿

内
か
ら
運
ぶ
と
す
る
と
、
畿
内
中
心
部
か
ら
、
海

沿
い
を
西
に
進
み
、
播
磨
方
面
か
ら
山
間
部
へ
陸

路
を
と
る
こ
と
が
可
能
で
、
こ
れ
は
古
代
よ
り
近

津博2023.2Ｎｏ．１１５資料紹介

な
お
、
両
者
に
箔
傷
な
ど
も
み
ら
れ
る
が
、
両

者
の
前
後
関
係
は
明
瞭
で
は
な
い
。

跡
」
『
岡
山
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
２
４
９
」

（
２
）
島
根
県
教
育
委
員
会
・
加
茂
町
教
育
委
員
会
２

０
０
２
『
加
茂
岩
倉
遺
跡
』

（
３
）
近
藤
義
郎
１
９
５
１
「
美
作
国
植
月
念
仏
塚
出

土
の
銅
鐸
」
『
吉
備
考
古
田
・
一
吉
備
考
古
阜
曾

（
４
）
河
本
清
１
９
８
８
「
念
仏
塚
遺
跡
」
『
岡
山
県
埋

蔵
文
化
財
報
告
旧
』
岡
山
県
教
育
委
員
会

（
５
）
岡
山
県
教
育
委
員
会
２
０
０
３
『
改
訂
岡
山
県

遺
跡
地
図
第
８
分
冊
』

（
６
）
註
２

（
７
）
島
根
県
教
育
委
員
会
１
９
９
６
『
出
雲
神
庭
荒

神
谷
遺
跡
」

（
８
）
佐
原
真
２
０
０
２
「
銅
鐸
の
考
古
筆
」
東
京
大
学

出
版
会

（
９
）
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
２
０
２
２
『
企

画
展
出
雲
と
吉
備
』

（
、
）
例
え
ば
、
山
陰
系
の
弥
生
土
器
や
ガ
ラ
ス
管
玉
な

ど
は
山
陰
か
ら
、
流
水
文
を
も
つ
弥
生
土
器
は
畿
内
か

ら
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

小
郷
利
幸
２
０
２
１
「
考
古
資
料
こ
の
一
点
①
有
本
遺

跡
の
ガ
ラ
ス
管
玉
」
『
津
博
ｚ
ｏ
．
］
＆
』
津
山
郷
士
博
物

館
、
同
２
０
２
２
「
考
古
資
料
こ
の
一
点
⑤
長
畝
山
北

遺
跡
の
流
水
文
が
描
か
れ
た
鉢
形
土
器
」
『
津
博

ｚ
ｏ
・
巨
と
津
山
郷
土
博
物
館
な
ど

（
ｕ
）
光
永
真
一
１
９
８
６
「
植
月
寺
山
古
墳
」
『
岡
山

県
史
考
古
資
料
』

（
皿
）
美
野
高
塚
古
墳
な
ど
、
倉
林
貢
砂
斗
・
津
田
秀
美

２
０
０
０
『
美
作
の
首
長
墳
墳
丘
測
量
調
査
報
告
』
吉

備
人
出
版

世
に
か
け
て
整
備
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
出
雲
往
来

が
あ
り
、
さ
ら
に
進
め
ば
出
雲
地
方
に
た
ど
り
着

く
。
お
そ
ら
く
古
代
以
前
も
同
様
な
道
筋
が
あ
っ

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
瀬
戸
内
海
か
ら

吉
井
川
を
経
由
し
て
吉
野
川
な
ど
支
流
を
さ
か
の

ぼ
れ
ば
、
た
ど
り
着
く
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
意

味
で
は
、
美
作
地
域
は
水
陸
交
通
の
要
衝
と
も
い

え
る
。
こ
れ
ら
ル
ー
ト
を
使
い
、
美
作
地
域
に
は

古
来
よ
り
、
畿
内
や
出
雲
地
方
な
ど
か
ら
色
々
な

も
の
が
運
ば
れ
、
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
出
土

遺
物
か
ら
推
測
で
き
る
（
註
Ⅲ
）
。

ま
た
、
時
代
は
違
う
が
、
本
銅
鐸
の
出
土
し
た

隣
接
地
に
は
、
美
作
で
最
大
の
前
方
後
方
墳
、
植

月
寺
山
古
墳
（
全
長
卯
、
、
註
皿
）
な
ど
前
方
後

方
墳
が
多
数
造
ら
れ
た
、
美
作
で
も
特
異
な
地
域

で
あ
る
（
註
ｕ
）
。
こ
れ
は
出
雲
地
域
に
前
方
後
方

墳
な
ど
、
方
形
の
古
墳
が
多
い
こ
と
に
関
連
し
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
ら
を
総
合
的
に
考
え
れ
ば
、
銅
鐸
の
出
土

一
つ
を
と
っ
て
も
、
時
代
を
通
じ
て
吉
備
と
出
雲

の
中
間
に
位
置
す
る
美
作
地
域
の
重
要
性
が
、
徐
々

に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。

註（
１
）
岡
本
寛
久
２
０
０
０
「
高
塚
遺
跡
フ
ロ
ャ
調
査
区

検
出
の
銅
鐸
埋
納
墳
と
そ
の
出
土
銅
鐸
に
つ
い
て
」
『
高

塚
遺
跡
・
三
手
遺
跡
２
』
（
岡
山
県
埋
蔵
文
化
財
調
査

報
告
１
５
０
）
に
一
覧
が
あ
り
、
参
考
文
献
も
詳
し
い
。

そ
の
後
総
社
市
神
明
遺
跡
で
１
個
出
土
し
た
。

岡
山
県
教
育
委
員
会
２
０
１
９
「
神
明
遺
跡
・
刑
部
遣

７
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企画屋

壁蚕．亨一一一

皿』圃催
《
圭
叩信宕〃

会期：２月25日（±）～３月26日（日）場所：当館3階展示室

刀剣といえば備前長船が有名ですが、津山でも、江戸時代には津山藩が召し抱えた刀工がおり、津山

や江戸の藩邸などで作刀が行われ、現在でも多くの作品が残されています。この展覧会では、昨年の

｢郷±の刀剣一新刀から現代刀まで－」に引き続き、日本美術刀剣保存協会岡山県支部津山分会のご協

力をいただき、江戸時代初期の刀工兼景の作品から現代の津山ゆかりの刀工の作品まで、郷土津山にゆ

かりの刀剣を展示いたします。

８

、

中学生以下･障害者手帳を提示された方は入館料が無料です

一一-三一亨三季雲

L

嬢謬豊雲芳司;琴＝号一汐＝ー｜■

刀 兼景館蔵

、

躍這室

ク

Ｉ ノ

大身槍多田金利館蔵【岡山県指定重要文化財）

ノ

芸三

繍 鎮龍

弓

博物館だより｢つはく」

No.１１５令和５年２月２８日

『

入館のご案内
[開館時間］午前9:ＯＯ～午後5:ＯＯ

[休館日］毎週月曜日･祝日の翌日

年末年始(１２月２９日～１月３日）・その他

[入館料]一般…300円

（30人以上の団体の場合240円）

高校･大学生…２００円

（30人以上の団体の場合１６０円）

６５歳以上…200円

（30人以上の団体の場合１６０円）

ｄｂは､津山松平藩の槍印で剣大といい､現在津山市の市章となっていますｂ

I印刷冒

〒７０８－００２２岡山県津山市山下９２

Tel(o868)22-4567

Fax(0868)23-9874

E-maiItsu-haku＠tvt,nejp

[編集･発行］津山郷土博物館


